
加熱式たばこの嗜好性は何か：紙巻きたばこ及び加熱式ブランド間の比較を通して 

〔 139 〕 

 

加熱式たばこの嗜好性は何か： 
紙巻きたばこ及び加熱式ブランド間の比較を通して 

 

 

 

下 斗 米  淳
1, 2 

 

 

問題の所在と目的 

 

 実に多くの人々が何らかの嗜好品をもっていることであろう。この嗜好品

とは、“生体の生命維持には直接の関係をもたないが、刺激性、麻酔性、また

は特種な芳香性のある物質で、味覚、触覚、嗅覚、視覚などに快感をあたえ

る食料、飲料、嚙料、嗅料の総称”（世界大百科事典第２版, 1998）、また“栄

養をとるためではないが、好きで、食べたり飲んだりするもの”（岩波国語辞

典第７版新版, 2011）とされる。嗜好品の代表的なものにはたばこ、酒、コー

ヒーそしてお茶をあげることができる。 

 上記の嗜好品によって、ニコチン、アルコール、カフェイン等の薬物を摂

取することとなるが、これらの薬物は生命維持のために必要とされるわけで

はない。にもかかわらず人は、たばこや酒、コーヒーやお茶を好ましいもの

として求めている。従って、それらに対して嗜好品としてどのような価値を

見出しているのか、またその嗜好品利用はどのように意思決定（Kahler, 

Daughters, Leventhal & Gwaltney, 2007）されているのかというリサーチ・ク

エッチョンは、心理学的な研究課題となり得る。本研究では、嗜好品の中か

らたばこを取り挙げる。加熱式たばこ（液状リキッド・たばこの葉加熱共に

含む）が急激に使用されるようになってきた現状において、特にたばこの嗜

好品としての価値の変容や、従来の紙巻きたばこと新たな加熱式たばこの価

 
1 本論文は令和 3 年度専修大学長期国内研究員の研究成果である。 
2 本研究は日本たばこ産業株式会社よりご協力を頂いた。 
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値の特徴的差異を検討していく必要があろう。 

加熱式たばこは、煙による有害な影響を受けずに、ニコチンを含む喫煙行

為を模倣することを目的として開発された（Etter, Bullen, Flouris, Laugesen & 

Eissenberg. 2011; Kuschner, Reddy, Mehrotra & Paintal, 2011）が、世界中で急速

に普及してきている（Pauly, Li , & Barry, 2007）。世界中の多くの公衆衛生機

関は、加熱式たばこのリスクと利益については研究が少ないと警告している

（e.g., Henningfield & Zaatari）が、一方で加熱式たばこは紙巻きたばこよりも

健康を害せず（Adkison, O'Connor, Bansal-Travers, Hyland, Borland, Yong & Fong, 

2013; Choi & Forster, 2013）、喫煙への渇望をより安全に満たしてくれる

（Dawkins, Turner, Roberts & Soar, 2013; Etter & Bullen, 2011）と広く信じられ

ており、紙巻きたばこの安全な代替品（Pepper & Brewer, 2014; Farsalinos, 

Romagna, Tsiapras, Kyrzopoulos & Voudris, 2014; Hajek, Etter, Benowitz, Eissenberg 

& McRobbie, 2014）として受け止められている。 

しかしながら、加熱式たばこが紙巻きたばこの代替品とされている実態は

あるものの、紙巻きたばこの永く嗜好品として考えられてきた全ての価値が

加熱式たばこにもまた使用者に認められるものであるかは明確ではない。

従って、加熱式たばこの嗜好品としての価値を検討することは、禁煙の促進

や喫煙行動の抑制、あるいは喫煙者と非喫煙者の共生という点で重要になる

と考えられよう。 

たばこに対する嗜好品としての価値については、日本総合研究所（2010）

が 7500 名の喫煙者を対象に調査を行い、喫煙者がたばこに８つの価値がある

と考えていることを示唆し、この８つの価値を８徳と呼んだ。下斗米（2022）

は、4000 名の喫煙者を対象とする調査を通して、嗜好品としての価値のおき

方を直接測定できる８徳受容尺度（Smoking Worth Scale）を開発し、８徳の

受容を確認すると共に、喫煙者の生活空間（life space, Lewin, 1953）により徳

受容が規定されており、またその嗜好性に多様性が認められることを明らか

にしている。この結果は、たばこに対して、喫煙者の生活空間によって異な

る嗜好品としての意味づけがなされていることを明らかにしている。しかし

この調査においては、「紙巻きたばこが８割以上」者が 50.5％と過半数を占め

ており、「６-７割」（15.6%）と「５割」（10.1%）を合わせると 76.2％となっ
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ており、紙巻きたばこ使用者による徳受容状況と見なし得る可能性が大きい。

一方で、「加熱式たばこが６-７割」と「８割以上」者は２割強を占めている

ことから、紙巻きと加熱式の併用者は半数程度存在している可能性も想定さ

れ、紙巻きと加熱式たばこ間で、デモグラフィック特性に必ずしもカウンタ

バランスが取られているとは言えない。 

これまでに、生理学的レベルも含めて紙巻きと加熱式たばことの間で影響

の差異は検討されてきている（e.g., Rudasingwa, Kim, Lee, Lee, Kim & Kim, 

2021; Jankowski, Krzystanek, Zejda, Majek, Lubanski, Lawson & Brozek, 2019; 

Porter, Duke, Hennon, Dekevich, Crankshaw, Homsi, & Farrelly, 2015; Sohal, 

Eapen, Naidu & Sharma, 2019; Vandrevala, Coyle, Walker, Torres, Ordoña & 

Rahman, 2017）。しかしこれらの諸研究は、公衆衛生上のリスクを検討するこ

とが主眼とされており、嗜好品としてどのような価値が受容されているかや

使用の意思決定への価値の規定力については必ずしも十分に議論されてはお

らず、特に嗜好品としての価値について詳細に比較検討した研究は見受けら

れない。加熱式たばこ使用者における８徳の受容状況を確認すること、及び

加熱式たばこと紙巻きたばこの間での徳受容の差異を探索することが、嗜好

品としてのたばこの意味を知る上での重要な検討課題とされよう。特に、加

熱式たばこには、例えば火を用いないなど、紙巻きたばこにはない特性を有

している。加熱式たばこにおける特徴的な価値づけ方を見いだし得るとすれ

ば、その特徴は加熱式たばこの特性との関わりに還元することが出来るのか

も知れない。この点では、加熱式たばこの徳受容状況と共に、特性との関わ

りを検討することも、より嗜好品としての価値を理解する上で有用な議論の

材料を提供してくれるものと考えられるであろう。 

 以上の議論を踏まえて、本研究では、第一に加熱式たばこ使用者の８徳受

容状況を把握し、紙巻きたばことの間に徳の受容にいかなる差異があるかを

検討する。さらに第二に、加熱式たばこの主要ブランド間で徳受容状況を比

較し、使用者にとっては嗜好品としての意味づけにどのような差別化が図ら

れているかを探索する。その上で第三に、加熱式たばこブランド別に、徳受

容に対して加熱式たばこ特性がどのように規定をしているかを検討する。こ

れらの検討を通して、加熱式たばこの嗜好性特徴を探索することを目的とす
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る。 

 

方 法 

 
調査対象者 

本研究は質問紙調査によった。調査対象者は、株式会社マーケッティング・

サービスに委託し、web を介して 1980 名（男性 1340 名、女性 640 名）に回

答を求めた。 

 調査対象者については、あらかじめ性別及び年代をカウンタバランスがと

れるようサンプリングされたが、ブランド使用者数に偏りがあったため、「男

性 20-34 歳」（120 名、26.7%）、「男性 35-49 歳」（153 名、34.9%）、「男性 50-84

歳」（193 名、41.7%）、「女性 20-34 歳」（56 名、25.3%）、「女性 35-49 歳」（43

名、19.4%）、「女性 50-84 歳」（50 名、25.4%）という内訳となった。相対的

に「男性 50-84 歳」が多めで、逆に「女性 35-49 歳」が少なくなっているも

のの、分析に問題とされることがない程度の偏りであった。また既婚者は

61.7%、夫婦のみと未婚の

子どものいる２世代世帯が

60.9%、一人暮らしが 19.4％

であった。 

 ブランド使用者について

は、アイコス（589 名、

37.2%）、プルームテック

（519 名、32.8%）、グロー

（476 名、30.1%）が主に使

用している回答者の割合で

あった。Tab. 1 には、全サ

ンプル及びブランド毎に、

性別と年代内訳を示す。全

体に男性７割前後と多く

なっていた。 

 

Tab. 1 サンプルの性別・年代内訳 

男性 女性 計
全サンプル 20-34歳 439 (22.2%) 221 (11.2%) 666 (33.3%)

35-49歳 438 (22.1%) 222 (11.2%) 666 (33.3%)
50歳以上 463 (23.4%) 197 (9.9%) 666 (33.3%)

計 1340 (67.7%) 640 (32.3%) 1980 (100.0%)
紙巻き主使用 20-34歳 250 (19.7%) 145 (11.4%) 395 (31.1%)

35-49歳 272 (21.4%) 148 (11.6%) 420 (33.0%)
50歳以上 320 (25.2%) 137 (10.8%) 457 (35.9%)

計 842 (66.2%) 430 (33.8%) 1272 (100.0%)
アイコス主使用 20-34歳 153 (26.0%) 66 (11.2%) 219 (37.2%)

35-49歳 126 (21.4%) 72 (12.2%) 198 (33.6%)
50歳以上 125 (21.2%) 47 (8.0%) 172 (29.2%)

計 404 (68.6%) 185 (31.4%) 589(100.0%)
プルームテック 20-34歳 90 (17.3%) 73 (14.1%) 163 (31.4%)
主使用 35-49歳 117 (22.5%) 52 (10.0%) 169 (32.6%)

50歳以上 125 (24.1%) 62 (11.9%) 187 (36.0%)
計 332 (64.0%) 187 (36.0%) 519 (100.0%)

グロー主使用 20-34歳 104 (21.8%) 42 (8.8%) 146 (30.7%)
35-49歳 113 (23.7%) 48 (10.1%) 161 (33.8%)
50歳以上 119 (25.0%) 50 (10.5%) 169 (35.5%)

計 336 (70.6%) 140 (29.4%) 476 (100.0%)
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 ブランド別に見ると、アイコス主使用者の 50 歳以上の女性、及びグロー主

使用者の 20-34 歳女性で相対的に少なくなっていたが、概ね分析に問題なく

カウンタバランスがとれていたと考えられる。 

質問紙の構成 

 本研究は質問紙調査によった。質問紙の構成は以下の通りであった。 

１．サンプル特性 

SC1）嗜好品使用度：酒全般、ビール、コーヒー全般、本格コーヒー、たば

こ全般、紙巻きたばこ、電子・加熱式たばこのそれぞれについて、“ほぼ

毎日飲んでいる・吸っている”（+6）から“全く飲んでいない・吸って

いない”（+1）までの６件法で評定を求めた。 

SC2）紙巻き・加熱式たばこの喫煙割合：“ほとんどが紙巻きたばこ（９割超）”

（+1）から“ほとんどが加熱式たばこ（９割超）”（+7）までの７件法で

評定を求めた。 

SC3）加熱式たばこの主使用ブランド：アイコス、プルームテック、グロー、

その他から使用している製品を全て選択させた。その上で、主使用のブ

ランドを１つ選択させた。 

SC4）加熱式たばこの使用期間：期間を“ 近３ヶ月未満”から“３年以上

前から”より“覚えていない”までの７つから１つを選択させた。 

SC5）性別：性別に回答を求めた。 

SC6）年齢：“19 歳以下”、“20-24 歳”から 4 歳刻みで“70 歳以上”までの

12 年代いずれかに回答を求めた。 

SC7）未既婚：未婚・既婚・既婚（配偶者無し）・その他のいずれかに回答を

求めた。 

SC8）職業：“農林漁業”、“パート・アルバイト”、“無職”、“その他”等 13

カテゴリのいずれかで回答を求めた。 

SC9）世帯：“一人暮らし”、“夫婦のみ”、“未婚の子どもとの２世代”、“その

他２世代”、“３世代”、“その他”のいずれかに回答を求めた。 

SC10）居住都道府県：47 都道府県から回答を求めた。 

SC11）居住地域：“大都市市街住宅地域”、“大都市郊外住宅地域”、“中・小

都市市街住宅地域”、“中・小都市郊外住宅地域”、“山間・海浜地域”、“商
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業地域”、“工業地域”のいずれかで回答を求めた。 

２．喫煙・たばこ評価 

Q1）紙巻たばこの喫煙本数：1-2 本から 41 本以上までの 10 カテゴリから喫

煙本数の回答を求めた。 

Q2）紙巻きたばこの喫煙場所限定状況：喫煙場所及び喫煙を避けている場所

について回答を求めた。 

Q3）加熱式たばこ機能特性：加熱式たばこの機能に関しては、web 上に多数

の調査結果が公開されている。それらを概観すると、使用者からは‘メ

リット’として、火の操作が不必要、環境によい、煙や臭いが避けられ

る、経済的、健康面によりよい、スタイリッシュなイメージの６機能特

性が挙げられている。そこで、加熱式たばこ機能特性として、1 特性に

２項目ずつ設定し、計 14 項目からなる加熱式たばこ機能特性尺度（The 

function of heated tobacco product scale）を作成した。この 14 項目につい

て、“極めて当てはまる”（+7）から“全く当てはまらない”（+1）まで

の７件法で評定を求めた。 

Q4）飲酒時の喫煙状況：飲酒時の喫煙の有無、及び、喫煙の場合、紙巻きた

ばこか加熱式たばこかを尋ねた。 

Q5）たばこ８徳受容尺度：24 尺度項目をランダムに提示した上で、“ふだん

喫煙されているときのお気持ち・ご気分や、たばこに対しての思い・お

考えとして”、“極めて当てはまる”（+7）から“全く当てはまらない”（+1）

までの７件法で評定を求めた。 

Q6）妥当性指標：Reasons for smoking (RFS) scale（Ikard, Green & Horn, 1969; 

Leventhal & Avis, 1976, 楽しみ-味わい（Pleasure-taste）、依存（Addiction）、

習慣（Habit）、不安低減（Anxiety）、刺激（Stimulation）、社会的報酬（Social 

reward）、弄くり（Fiddle）の 7 因子構造）について、たばこを吸う理由・

要因として“極めて当てはまる”（+7）から“全く当てはまらない”（+1）

までの７件法で評定を求めた。 

３．喫煙・飲酒状況認知 

Q1）たばこの嗜好度：たばこを大切な嗜好品と考えている程度について、“極

めて大切である”（+7）から“全く大切ではない”（+1）までの７件法で



加熱式たばこの嗜好性は何か：紙巻きたばこ及び加熱式ブランド間の比較を通して 

〔 145 〕 

評定を求めた。 

Q2）酒の嗜好度：酒を大切な嗜好品と考えている程度について、“極めて大

切である”（+7）から“全く大切ではない”（+1）までの７件法で評定を

求めた。 

Q3）禁煙・分煙風潮への厳しさ評価：風潮の厳しさについて“極めて厳しい”

（+7）から“全く厳しくない”（+1）までの７件法で評定を求めた。 

Q4）喫煙ルールへの配慮度：ルール配慮の必要性について“極めて必要であ

る”（+7）から“極めて不必要である”（+1）までの７件法で評定を求め

た。 

 

結 果 

 

尺度構造と合成変数化 

８徳受容尺度 

 下斗米（2022）において、各徳について３項目ずつからなる尺度構造が見

いだされたが、本調査においてサンプルが異なるため、各徳の下位尺度３項

目の評定値について主成分分析を行った。その結果、いずれの下位尺度とも

第一主成分に .721 以上の高い主成分負荷量を示し、第二主成分以下は検出さ

れなかった。この結果より、各徳の下位尺度は単因子構造であることが確認

された。下位尺度毎に Cronbach's coefficient alpha を算出したところ、信頼性

係数は、集中促進 α= .858、自己回帰 α= .857、感情充足 α= .802、開放増進 α= .835、

感情補償 α= .832、演出 α= .732、場のコントロール α= .818、関係構築 α= .821

であった。３項目という少ない項目数としては、十分に高いと言える。そこ

で、各徳について３項目の平均評定値を算出し、各徳の下位尺度得点とした。 

８徳受容尺度の併存的妥当性の検討 

 Tab. 2 に示される通りに、集中促進は刺激と、自己回帰は不安低減と刺激

で高い相関を示した。感情充足と感情補償は楽しみ-味わい及び不安と、開放

増進は不安と共に社会的報酬や刺激と高い相関を示した。演出・場のコント

ロール・関係構築はいずれも不安、社会的報酬、弄くりと強い相関が認めら

れた。この結果は下斗米（2022）と変わらず、妥当性が再現された。たばこ



〔 146 〕 

８徳受容尺度は、頑健な因子構造を有し、かつ８徳の概念的妥当性を備えた

尺度となっていたことが示されたと言える。 

加熱式たばこ機能特性と RFS 

 加熱式たばこ機能特性尺度は１機能につき２項目であるため、機能２項目

間の Pearson 積率相関係数を算出したところ、「タールがなく健康へのリスク

が減る」と「紙巻たばこの本数が減らせる」の間が .291、「煙が出ない」と

「服や髪に臭いがつかない」間が .377 と低めとなった他は全て .500 前後か

ら .676 までを示し、全機能とも 1%水準で有意に高い相関値となっていた。

そのため、各特性 2 項目の平均評定を算出し合成変数化した。本論では、火

の操作を必要としない機能、環境に良い機能、煙や臭いが避けられる機能、

経済的機能、周囲への配慮ができる機能、健康面によりよい機能、スタイリッ

シュなイメージ機能を、順に、火無心配、向環境、無煙臭、経済性、周囲配

慮、健康志向、好イメージと命名した。 

 RFS についても、８徳受容尺度と同様に、下位尺度毎に主成分分析を行っ

た結果、いずれも第一主成分のみが検出され、単純構造が確認された。

Cronbach's coefficient alpha は、楽しみ－味わい α＝.778、依存 α＝.850、習慣 α

＝.668、不安 α＝.867、刺激 α＝.794、社会的報酬 α＝.829、弄くり α＝.832 で

あった。習慣は３項目と他に比して項目数が少ないために信頼性も低くなっ

Tab.2 ８徳と RFS 下位尺度間の Pearson 相関係数 

 

Pleasure-taste Addiction Habit Anxiety Stimulation Social reward Fiddle
集中促進 r .576** .529** .429** .570** .631** .408** .433**

n 1980 1980 1980 1980 1980 1980 1980
自己回帰 r .559** .505** .500** .638** .613** .580** .585**

n 1980 1980 1980 1980 1980 1980 1980
感情充足 r .627** .532** .394** .533** .511** .354** .385**

n 1980 1980 1980 1980 1980 1980 1980
開放増進 r .532** .495** .497** .638** .604** .594** .581**

n 1980 1980 1980 1980 1980 1980 1980
感情補償 r .619** .569** .519** .676** .630** .575** .576**

n 1980 1980 1980 1980 1980 1980 1980
演出 r .504** .457** .519** .607** .564** .649** .649**

n 1980 1980 1980 1980 1980 1980 1980
場のコントロール r .517** .481** .470** .639** .603** .595** .567**

n 1980 1980 1980 1980 1980 1980 1980
関係構築 r .535** .512** .494** .618** .580** .592** .566**

n 1980 1980 1980 1980 1980 1980 1980
Note, **: p <.001.(両側)
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ているが、総じて内的一貫性を認めることができる。 

 そこで、各下位尺度項目の平均評定値をもって、楽しみ‐味わい、依存、

習慣、不安、刺激、社会的報酬、弄くり得点とした。 

８徳受容状況 

全数の記述統計量 

 Tab. 3 に、各合成変数の

全数による記述統計量を示

す。以下、紙巻き・加熱式

たばこやブランド間での評

価の高低を判断する上で、

これらの平均値は基準とさ

れる。 

Tab. 3 からは、８徳の中

で感情充足の認知が も強

く、次いで集中促進や感情

補償が自覚されている傾向

が窺えた。 

属性間の差異 

 年齢については、男女及

び加熱式たばこブランドの

カウンタバランスを取るた

め、20-34 歳、35-49 歳、50

歳以上の３年代を構成した。その上で属性間の差異を検討するために、年代

３（20-34 歳・35-49 歳・50 歳以上）×性別２（男・女）×主使用たばこ２（紙

巻き・加熱式）×８徳の４元配置分散分析を行った。Tab. 4 に属性別受容度

の記述統計量を示す。 

 その結果、性別及び主使用たばこの主効果は認められず（順に、F（1, 1968）

=3.327, p=.068; F（1, 1968）=2.090, p=.148）、徳受容度に性差はなく、また加熱

式たばこにおいても紙巻きたばこと同様に受容されていることが示された。

一方、年代については主効果が認められ（F（2, 1968）=4.613, p=.010）、50 歳以 

Tab. 3 合成変数の記述統計量 

度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
集中促進 1980 1 7 3.828 1.189
自己回帰 1980 1 7 3.617 1.397
感情充足 1980 1 7 4.243 1.001
開放増進 1980 1 7 3.629 1.352
感情補償 1980 1 7 3.815 1.187

演出 1980 1 7 3.529 1.489
場のコントロール 1980 1 7 3.640 1.310

関係構築 1980 1 7 3.680 1.341
火無心配 1584 1 7 4.366 1.233
向環境 1584 1 7 4.770 1.010
無煙臭 1584 1 7 4.634 1.068
経済性 1584 1 7 3.772 1.846

周囲配慮 1584 1 7 4.337 1.139
健康志向 1584 1 7 4.445 1.144

好イメージ 1584 1 7 3.755 1.523
Pleasure-taste 1980 1 7 3.963 1.022

Addiction 1980 1 7 3.865 1.106
Habit 1980 1 7 3.799 1.422

Anxiety 1980 1 7 3.757 1.148
Stimulation 1980 1 7 3.742 1.225

Social reward 1980 1 7 3.633 1.488
Fiddle 1980 1 7 3.706 1.400
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上で他の年代に比して受容度が低くなっていた（p<.05）。有意な交互作用効

果を示したのは、性×年代（F（2, 1968）=4.578, p=.010）のみであり、男性で

は 50 歳以上で、女性では逆に 20-34 歳で徳全体の受容度がやや低めとなって

いた。 

総じて、８徳の間で、性別や年代及び紙巻き・加熱式による受容度に大き

な違いは認められず、加熱式たばこにおいても８徳が受け容れられていると

言える。 

紙巻きと加熱式比較 

受容度平均値比較 

 上記の通りに主使用たばこ種別間に

有意差は認められなかったが、性別や

年代を潰して直接比較を行った結果、

若干加熱式たばこの受容度が高めと

なっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙巻き・加熱式間の徳受容判別 

 平均値の比較においては、総じて加熱式た

ばこの徳受容度が高めとなっているが、紙巻

きと加熱式との間において、いずれの徳の受

容度に差異があるかは明確ではない。そこで、

たばこ種別（紙巻き・加熱式）を外的基準、８徳を説明変数とする判別分析

Tab. 5 たばこ種別平均値 

紙巻き 加熱式
集中促進 3.776 (1.204) 3.921 (1.156)
自己回帰 3.586 (1.429) 3.673 (1.337)
感情充足 4.214 (1.002) 4.293 ( .997)
開放促進 3.583 (1.391) 3.711 (1.278)
感情補償 3.764 (1.209) 3.905 (1.143)

演出 3.519 (1.542) 3.548 (1.388)
場のコントロール 3.600 (1.330) 3.711(1.271)

関係構築 3.621 (1.380) 3.788 (1.261)

Fig. 1 たばこ種別平均値 

Tab. 6 ８徳の標準化判別係数
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を行った。 

 Tab. 6 に分析結果をまとめて示す。λは有意ながら高く、２群間の差異は

あまり大きいとは言えない。しかし、１軸は正に加熱式、負に紙巻ききたば

こ使用を判別する次元となっており、加熱式たばこ主使用者には集中促進、

開放増進、感情補償、関係構築が、紙巻きたばこ主使用者には自己回帰、感

情充足、演出が高く受容される傾向が見出された。 

 加熱式たばこ使用者には特に、関係構築と感情補償が突出して強く受容さ

れており、周囲への配慮をしながら気持ちよく喫煙を愉しんでいる様子が窺

われる。 

 一方の紙巻きたばこ使用者にとっては、演出が突出していた。平均値比較

において演出は受容度が低かったものの、この結果は、加熱式たばことの比

較において演出機能が紙巻きたばこに優れていると見なされていることを示

していると言える。 

加熱式の徳受容規定因 

  使用者の徳受容を規定する要因を検討するために、徳受容得点を目的変数、

機能特性を説明変数とする重回帰分析（ステップワイズ法）を行った。Tab. 7

に結果をまとめて示す。 

 火を扱うことによる心配事がなく、周囲に配慮できイメージが良いという、

加熱式たばこ固有の機能特性が、広く８徳全体の受容を促進させていること

が明らかになった。 

ブランド別８徳受容状況 

受容度平均値比較 

 ブランド間の徳受容度状況に差異があるかを検討するために、主使用ブラ

ンド３（アイコス・プルームテック・グロー）×年代３（20-34 歳・35-49 歳・

50 歳以上）×性別２（男・女）×８徳の４元配置分散分析を行った。Tab. 8

にブランド別の徳受容得点の平均値を示す。 

結果は、８徳の主効果（F（7, 1560）=74.815, p<.000）、８徳×年代及び８徳×

性別の２次交互作用効果（順に、F（14, 3122）=3.327, p=.005; F（7, 1561）=2.193, 

p=.032）が有意であったが、他に有意な効果は示されず、ブランド間に大き
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Tab. 8 ブランド別徳受容度統計量 

 

 

 
Fig. 2 ブランド別徳受容得点平均値 
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な差異は認められなかった。またブランド主使用者毎に３元配置分散分析も

行ったが、結果の間に大きな差異はみられなかった。 

 Tab. 8 及び Fig. 2 をみると、総じてアイコスでの徳の受容得点が高めの傾

向が窺われるが、統計的には有意な差ではなく、ブランド間に受容状況に差

異は認められなかった。 

ブランド間徳受容判別 

 上記分散分析の結果は、年代や性別によりブランド間で徳受容に対する影

響に差異のないことを示している。そこで、ブランド毎に、徳受容状況に、

他のブランドにはない特徴を検出するために、「A ブランド主使用者」と「B・

C ブランド主使用者」を外的基準に置き、８徳受容得点を説明変数とする判

別分析を行った。分析の結果は、Tab. 9 に示す。プルームテックとそれ以外

の判別分析で得られたλは有意ではないことから、アイコスやグローに比し

て独自性が低いことがわかる。 

 
Tab. 9 ブランド別徳受容状況の特徴的差異 

 
 

 判別軸は３ブランド共、正に当該ブランド使用者が布置される次元であっ

た。徳の受容状況において、網掛けの徳が当該ブランドにおいて、特徴的に

高く受容される傾向にあることを示している。３ブランドの間では、徳の受

容において使用者からは差別化がされており、いわばうまく棲み分けされて

いる現状を窺うことができる。 
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３ブランドの徳受容規定要因 

 各ブランドそれぞれにおいて、使用者にとって、他のブランドでは得られ

ない特徴的な徳があると認知されている状況が見いだされた。この結果は、

同じ加熱式たばこでありながら、ブランドにより、徳の受容、換言すればた

ばこの愉しみ方が違うことを示している。では、何がブランド毎の特徴的な

愉しみ方を作り出しているのであろうか。この問いへの答えを探索すること

は、とりもなおさず喫煙者のたばこの愉しみを理解する上で重要な課題とな

ろう。 

 本調査においては、この探索的試みは副次的な目的であり、必ずしも十分

に仮説づけられた変数を項目としては設定していなかった。しかし一方で、

加熱式たばこ使用者から広く認知されている機能特性について、項目を設定

していた。そこで、各ブランドについて、どのような要因が、特徴的な徳の

受容を規定し促進させているかを検討するために、３ブランドのそれぞれに

ついて、各徳の受容得点を目的変数、加熱式たばこ機能特性評価を説明変数

とする重回帰分析（ステップワイズ法）を行った。分析結果は、Tab. 10 に示

す。 

 全ての重回帰式において自由度調整済み重相関係数は有意となっており、

モデルとして十分な精度を示していた。Tab. 10 の通りに、３ブランド共通に、

全体として好イメージ、次いで周囲配慮や火無心配が有力な規定因になって

いることがわかる。CM 等メディアによる訴求の通りに、火や煙を扱わず、

周囲への配慮のできるスマートな印象が、総じて使用者に対して８徳の受容

を促進させることにつながっていると言えよう。 

 ブランド別にみてみると、アイコスは、経済性が開放増進、演出、場のコ

ントロールそして関係構築の４つの徳受容を促進させる要因となっており、

多数の徳を規定している傾向は他のブランドには認められない特徴となって

いる。また無煙臭も集中促進、開放増進、関係構築において有力な規定因と

なっており、他のブランドよりもより多くの徳の促進要因となっていること

が示された。 

 プルームテックは、他のブランドには規定力を示さない健康志向が、感情

充足と感情補償において受容促進の要因となっていた。これも CM 等を通し 
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た訴求が効果をもたらしている結果と考えられるのではなかろうか。 

 グローについては、向環境は感情充足、感情補償、関係構築の３つの徳に

おいて規定因となっており、他ブランドに比して多くなっていた。灰や吸い

殻、ヤニを出さないという加熱式たばこの根本的特性が、他ブランドよりも

相対的にたばこの愉しみに効果を上げている特徴を読み取ることができる。 

  厳密には、各ブランド使用に交絡する使用者特性などによる差異も反映さ

れている結果である可能性は想定できる。しかし、紙巻きたばこ同様に、加

熱式たばこのいかなる特性が徳の受容につながっているかを知ることは、た

ばこの種別にかかわらずより本質的なたばこの愉しみを理解する上で有用な

情報となり得ることは間違いなかろう。 

 

考 察 

  

本研究の一つの成果は、紙巻きたばこの徳受容を再確認できたこと以上に、

加熱式たばこでも同様に喫煙者が８徳を受容していることが明らかになった

ことである。この徳受容の状況には、性差や年代間の差異は見いだされず、

デモグラフィック特性を超えて広く使用者に共通してみられる傾向であった。

加熱式たばこ使用者においても、８徳が理解されており、同時に受け容れら

れている状況であると言えよう。換言すれば、加熱式たばこも紙巻きたばこ

と同じく嗜好品としての価値が認められていることになろう。 

下斗米（2022）と同様に本研究においても、８徳受容尺度と RFS との間に

は強い相関が認められた。この結果は併存的妥当性が認められる根拠とした。

しかし徳受容はたばこへの態度としても位置づけられるものであるのに対し

て、RFS は喫煙理由という意図を扱うものである。Feshbein & Ajzen（1975）

の合理的行為理論（Theory of Reasoned Action）や Ajzen（1985）による計画

的行為理論（Theory of Planned Behavior）では、主観的統制と共に態度が意図

を作り出すと考えられている。この考えに従えば、高い相関は事後的妥当性

も示したと言えよう。しかしそれ以上に、人がいかに喫煙行動に至るかを考

えていく上には、態度や他の心理変数から意図を通じて行動が発現する一連

の心理過程をモデル化し検討していく必要があろう。なぜ健康上のリスクを
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知りながら意図的に喫煙をするのかという研究課題に対して、有用なアプ

ローチになるものと考えられる。 

 成果の二つ目としては、８徳全体の受容状況に、紙巻きたばこと加熱式た

ばこの間に大きな差異は認められなかったものの、加熱式たばこは、紙巻き

たばこに比して集中促進、開放増進、感情補償、そして関係構築の４つの徳

に結びつきやすい傾向が見いだされたことが挙げられる。分析の結果は、好

イメージ、周囲配慮や火無心配など、加熱式たばこ固有の機能特性が徳受容

に強く影響を及ぼしていることが示された。RFS には含まれていない新たな

意図が加熱式たばこには認められるのかも知れない。Soule, Rosas & Nasim

（2016）は加熱式たばこの使用が健康リスク認知を低め、逆に加熱式たばこ

使用と潜在的な健康さと結びつけられていることを指摘している。価値づけ

のみならず、リスク認知における紙巻きと加熱式たばこ間の差異についても、

今後検討されるべき課題であると言える。 

この検討を通じて、加熱式たばこ使用者の愉しみの生起過程への理解が深

まるよう期待できるが、同時にリスク認知と使用との間がどのように関連づ

けられる心理機序があるのかに関して、検討を加えていく必要があろう。 

 成果の三つ目としては、徳受容状況における３ブランド間の比較検討でき

たことが挙げられる。全体として、ブランド間で８徳の受容状況に大きな差

異は見いだされなかったものの、徳受容の促進要因にブランド毎に特徴的差

異のあることが明らかにされた。それぞれのブランドにおいて、徳受容を規

定する加熱式たばこの機能特性が異なっていた。この結果は、マーケティン

グにおいて訴求する機能特性の違いが反映している結果なのかも知れない

（e.g., Lazard, Saffer, Wilcox, Chung, Mackert & Bernhardt, 2016; Keamy-Minor, 

McQuoid & Ling, 2019）。しかし、加熱式たばこの使用者が、ブランド毎に、

機能特性評価と価値受容とを関連づけて差別化をさせていることは明らかな

事実と言えよう。使用者が加熱式たばこに対していかなる機能を認知するか

は、加熱式たばこの愉しみ方を方向づけ、あるいは作り出すこと、そしてリ

スク認知を規定することにつながることであろう。喫煙者がいかなる価値を

自覚するか、あるいはまた非喫煙者がどのような機能特性を認知するかは、

加熱式たばこの嗜好品としての価値を認めていく上では検討課題である。し
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かし同時に、この機能特性認知がリスク認知の歪みと依存につながる可能性

を検討することも、重要な検討課題となり得るであろう。 

 下斗米（2022）は、たばこが日常生活において常に一様の機能を有するも

のではなく、喫煙者の生活空間によって異なる嗜好品としての意味づけのな

されていることを示した。そして本研究では、加熱式たばこの機能特性によ

り徳の受容が強く規定されていることが明らかにされた。従って、紙巻きた

ばことは異なる加熱式たばこ固有の機能特性は、喫煙者の生活空間や生態的

文脈によって大きく意味づけが変わると考えられる。この点を踏まえるなら

ば、加熱式たばこの機能特性評価を左右する生活空間を勘案した徳受容の心

理過程は、紙巻きたばこほどの経験知や議論の蓄積がない分、解明に着手さ

れていない課題と言えよう。どのような生活空間の中のいかなる日常の局面

で、加熱式たばこの機能はどのように意味づけられ、その結果たばこの嗜好

品としての愉しみが生起されてくるものなのか、加えてリスク認知にいかな

る影響を及ぼし、加熱式たばこの使用に結びついていくか、今後の大きなリ

サーチ・クエスチョンであると考えられる。 
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Appendix 

 

A. 加熱式たばこ機能特性尺度（The function of heated tobacco product scale） 

 

 火無心配 

  やけどや火事の心配が無い 

  火をつける手間がない 

 向環境 

  たばこの灰やヤニで周囲を汚さない 

  灰や吸い殻が出ず環境に良い 

 無煙臭 

  煙が出ない 

  服や髪に臭いがつかない 

 経済性 

  コストパフォーマンスが良い 

  金銭面でお得なので手軽に吸える 

 周囲配慮 

  周囲への気兼ねが減る 
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   非喫煙者により配慮できる 

 健康志向 

  タールがなく健康へのリスクが減る 

  紙巻き煙草の喫煙本数が減らせる 

 好イメージ 

  スマートでイメージがよい 

  クールでかっこいい 
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